第２章　気象
今年の年平均気温は平年並に経過したが、寒暖の差が大きく、比較的変動の多い年であった。台風の発生数は29個（平年27個）で平年より２個多く昨年（24個）より５個多かった。このうち上陸したのは３個だったが、いずれも近畿地方への上陸はなかった。
　１月　
　冬型の気圧配置は昨年より持続し、今年になっても次々と寒波が襲来した。このため、日本海側では昭和38年以来の豪雪となり被害続出、太平洋側では晴天が多く、乾燥状態が続いた。大阪の月平均気温は3.7度（平年5.6度）で低温の第１位、また月日照時間は181.9時間（平年148.5時間）となり多照の第１位を記録した。
　２月　
　前半、冬型は長続きせず、４月上旬なみの暖かい日もあったが、後半は冬型に逆戻り、大阪府でも積雪があった。特に27日は寒く、大阪の最低気温はマイナス5.5度となり、低温第１位を記録した。
　３月　
　周期的な天気変化で次第に暖かくなってきた。桜の開花は28日で平年より４日早かったものの、春一番は14日で平年（3月６日）より８日おそかった。月末には南岸の前線の影響で曇雨天の日が多かった。
　４月　
　初めは引き続きなたね梅雨の空模様だったが、その後周期的な天気変化となった。低気圧が日本海を東進したため突風が吹く等変化の大きい月であった。下旬は晴天が多く暖かくなった。
　５月　
　月平均気温は18.5度で平年（19.2度）よりやや低かったものの変動が大きく、４月上旬並の気温（19日、20日）に戻ったり、最高気温31.2度（27日）を記録するなどした。天気は大体周期的となったが、寒冷前線の通過により雷雨の日もあった。
　６月　
　梅雨前線の活動は初めは不活発、下旬から活発となったが、近畿地方では集中豪雨はなかった。なお６月１日から降水の確率予報を発表することになった。
　７月　
　上旬は梅雨前線の影響で天気はぐずついたが降水量は少なかった。梅雨明け後は急に暑くなり大阪での熱帯夜は18日で平年（9.6日）の２倍となった。また雷雨が多かったが月合計降水量は65.5ミリで平年（192.4ミリ）よりかなり少なかった。
　８月　
　初めのうちは暑い日が続いたが上旬中頃から急に涼しくなった。その後、次第に平年並に戻り、20日は今年の最高気温36.8度を記録したが、比較的しのぎやすい日が多かった。
　９月　
　残暑が続いたが、５日頃から涼しくなり残暑は解消した。しかし下旬は一時やや高温となった。天気は周期的な変化で比較的さわやかな日が多かった。
　10月　
　上旬はぐずつき気味の天気で、８日から９日にかけて寒冷前線の通過で雷雨となり、大阪では床上浸水などの被害が出た。その後周期的な天気変化となり、下旬には一時冬型の気圧配置で寒くなった。
　11月　
　初めはやや暖かい日が続いたが、上旬中頃から寒気が南下し、一時的に暖かい日もあったが総じて寒い月となった。月平均気温は11.1度で平年（12.7度）よりかなり低く低温の第１位を記録した。なお初霜は10日で平年より17日、昨昨年より26日も早かった。天気は周期的に変化した。
　12月　
　上旬・中旬は冬型の日が多く天気は周期的に変化したが、低温傾向が続いた。大阪府では２日に初雪が降り､平年（28日）より26日も早かった。下旬は移動性高気圧におおわれる日が多くしのぎやすかった。
